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2020年
舶用燃料をいかに扱うのか？

Andrzej Smolenski
BU Marine Separation

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
只今からアンジェイ・スモレンスキのプレゼン内容を要約説明致します。
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Onboard Fuel Oil Cleaning, the Ever Neglected Process.              
How to Restrain increasing Cat Fine Damage in

本船上での燃料油の清浄、これまで軽視していたプロセス
2ストロークエンジンにおいて、触媒粒子による損傷をどのように抑制するのか？
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ライナにかみ込んだ触媒粒子のサイズの分布

• 検出された多くの触媒粒子のサイズは、

ほとんどが5 - 10µm

• 主機部品間の油膜の厚みは1µmまで薄く

なるため、微小な触媒粒子が摩耗に影響

• それ故、分離効率を上げ、定期的に

分離効率を監視することが必要

Source: MAN D&T

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほどのニクラス・ダールからの説明にもありました触媒粒子についてです。
シリンダライナにかみこんだ触媒粒子のサイズですが、MANの調査結果では、5-10ミクロンと10-15ミクロンの触媒粒子が多く検出されています。
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Certified Flow Rate  (CFR)
分離機の性能確認

• CFRとは、排出後30分間で85%以上
の分離効率が得られる流量

• 試験では、HFOに含まれる触媒粒子
の状態を疑似化するために、合成油
の中に5µmサイズの人工粒子を入れ
たものを使用

このサイズの人工粒
子を分離できるなら
…

…サイズがより大きいこ
の触媒粒子も分離可能

• これは分離機の性能を評価し明確
にする European Committee for 
Standardization (CEN)
に採用されている手法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Certified Flow Rate, CFRについて説明します。これは分離機の性能確認の指標となります。
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Project Guide

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
MANのプロジェクトガイドにも、このCFRについての記載があります。
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CFR対応 『S9x8』 分離機

 CFRとは、異なるメーカの分離機を公平且つ客観的に
比較できる手法

 新しいCFRテスト手法を確立するために

CEN/TC 313とCIMAC WG7 (Fuels)で検討開始

この検討は2020年の燃料についてもカバー
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分離機のボウルの中

異なる密度の油と水の間に境界面が
でき、個々の液相を形成

• 水の相

• 清浄油の相

• 未清浄油の相

従来型の分離機では、効率的な分離
を行うために正しいサイズの比重板
を使用することが不可欠

比重板
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S - Separator ALCAP

未処理油入口

ディスク
スタック

水分検知器

ドレンバルブ

ドレン水

処理油出口

スラッジスペース

フローコントロール
ディスク

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アルファ･ラバルでは、比重板による調整が一切不要な分離機を以前より提供しております。

未処理のDirty Oilが入り、水分やスラッジを分離して、Clean Oilとして排出されます。
先ほどのビデオにもありましたが、水分検知器にて水分が検知されますと、自動的にドレンバルブが開き、ボウル内の水量を調整します。

また、スラッジの排出時には水を一時的にボウル内に満たし、即ち油と置換し、スラッジ排出を行うことで、オイルロスを出来るだけ少なくすることが可能です。
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S - Separator ALCAP
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PI

PS

PI PI

Mt50

システム制御

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
分離機のパフォーマンスが油の清浄に重要であることは当然ですが、ポンプやヒータなどの周辺機器も非常に重要ですし、これらをシステマチックのコントロールしなければなりません。
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• ヒータやポンプ、その他必要
機器を組み込み済み

• 短時間かつ容易な設置

• フレキシブルな外形

• 一元化された設置スペースと
接続部

• 工場にて試運転実施

「プラグ＆プレイ」方式

～標準的なモジュール～

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アルファ･ラバルでは分離機単体での供給ではなく、このようなモジュールにしたものを造船所に納入することも可能です。
非常にコンパクトに出来ますので、今までよりも省(小)スペースのエンジンルームが実現可能です。
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従来の燃料ライン

再循環

 分離機への燃料供給は、主機の負荷とは独立

 低速運航時でも、多量の油が再循環

 再循環にはエネルギーが必要

 高流量は分離効率が低くなり、結果として、主機の損傷リスクが高まる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほどのモジュールは、この部分を一体にしたものですが、このスライドでは燃料ラインについて説明しています。

分離機への燃料供給は、・・・・・・・・
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FlowSync

 供給ポンプの自動制御

 燃料油消費に基づいて、必要な燃料を分離機へ供給する
調整システム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような問題を解決するために、アルファ･ラバルではFlowSyncと呼ばれる供給ポンプの自動制御装置があります。
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複数の分離機に対して1台のコントローラ

FlowSync – 仕組み

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1. A flow transmitter is mounted before the engine and sends the fuel consumption signal to the FlowSync control unit.

2. FlowSync controls the flow rate through the separators by means of a variable frequency drive (VDF), connected to the feed pump

3. When the fuel consumption changes, so will the flow through the separator

4. By installing a second separator line, FlowSync will divide the production between the separators.
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結論

 アルファ･ラバルの分離機は、高性能かつ低
オペレーションコストを実現

 ALCAP は、多種多様な油の分離に最適

 FlowSync は、燃料油の品質とエネルギ効率
を改善

 アルファ･ラバルでは、2020年以降の燃料油
問題に対応した機器･サービスが充実

Slide 23
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要約
Alfa Laval Separation, link to 2020 Fuels

 CFR認定の分離機

 性能最適化のためのFlowSync

 最適なボウルデザイン

 多岐に亘る粘度にも対応できるALCAP
システム

Slide 24

触媒粒子

Engine Protection

多岐に
亘る
燃料油

Fuel Flexibility
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